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Bau690 使用について 

１ ＜厳重注意事項＞ 

（１） 本製品は乾式専用です。路面や切り溝等が濡れている場合は、使用しないで下さい。 

（２） 保管及び稼動は第三者が接近しない場所を選んで行ってください。 

（３） 周囲への安全確保の為、下図の「一般安全警告記号」がブレードカバーに示されている事 

  を始業前に確認して下さい。 

 
（４） ブレードが回転中、ブレードカバー横の蓋及び後方のぞき窓を開けないで下さい。 

（５） 弊社に無断で改造をしないで下さい。 

（６） シフトレバーを手動に入れると、走行ミッションがニュートラルに入ります。 

その為、坂道などでシフトレバーを触ると本機械が転がり落ちて大きな事故や怪我につな 

がりますので、角度の付いた場所ではシフトレバーを触らないで下さい。 

（７） エンジン稼働中にボディーカバー開口部や網目部に、手や指などを入れると大変危険で 

    す。尚、エンジン吸気口部に異物が吸い込まれない様ご注意下さい。 

（８） 切断中、本機を無理に押し込んだりブレードに負荷がかかると車体が浮き上がり、後ろに 

    下がる事があります。切断中は、無理に押し込まず安全に作業を行って下さい。 

（９） 切断中は、必ずデフロックをＯＮにして使用して下さい。 

（10） 傾斜地で本機を使用すると、機械の破損や重大な事故に繋がる可能性があります。傾斜

地の使用はできません。 

 

２ 機械を動かす際の確認作業 

狭小地で本機の移動・作業・メンテナンスなどは大変危険です。広い場所・作業周辺及び機械の状

態の安全が確保されている事を確認して実施して下さい。 

（１） エンジン始動時 
ア パーキングブレーキが掛っている事を確認 
イ 平坦地であるか確認 

ウ シフトレバーを手動レンジに入れる 

エ 前後進レバーを中立にする 

オ 周囲の安全（可動・回転部分への接触・接近による事故防止、換気など）を確認 

 

（２） 本機から管理者やオペレーターが離れる場合 
ア 平坦地であるか確認 

イ 前後進レバーを中立にする 
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ウ パーキングブレーキを掛ける 

エ シフトレバーを切削レンジに入れる 

オ エンジンを停止し、エンジンキーを抜く 

カ メインスイッチを OFF にする 

 

（３） 移動作業時 
ア 切削区域以外での移動時は機械からブレードを外す 

イ 傾斜地での運転は控える 

ウ 走行中・傾斜地でのシフトレバーの操作はしない 

 

（４） 機械の積み下ろし作業 
ア ブレードカバー・ブレードは必ず外しておく 

イ 必ず平坦地で行う（坂道での作業は非常に危険です） 

ウ 右図のように機械の後ろ（操作盤正面）には立たない（ゲ 

ートの上に機械があるときはカッターの横から作業するよう

にする） 

エ パワーゲートの昇降は必ずエンジンを停止、シフトレバーを 

切削レンジ、ブレーキを掛けた状態で実施。また、日常から

ブレーキの点検を心がける 

オ パワーゲートの端部に落ち止めストッパーを設ける 

カ パワーゲートの経年劣化による垂れを改善（平坦地でカッターをパワーゲートに載せただけで 

下り坂の状態になっているのは非常に危険です） 

  キ パワーゲートに機械を載せたままで車の移動をしない 

 

（５） 作業終了後 
作業前や作業終了後に定期的に点検整備を行って下さい。詳細に関しては本誌の点検整備項

目をご覧ください。なお、作業終了後すぐは機械が大変熱くなっているためご注意ください。

異常が見つかった場合は速やかに使用を中止し、整備を実施して下さい。 

 

３ 可燃・引火・爆発の危険性への注意 

（１） 給油作業は換気の良い場所で車体を水平にして、エンジンを停止してから行って下さい。 

（２） 給油中はタバコの火や他の火種になるものを近づけないでください。また静電気が発生しな

いようご注意下さい。 

（３） ガソリンがこぼれないよう十分気をつけてください。万が一こぼれた場合は速やかにふき取

って下さい。 

（４） 給油後はキャップを確実に締めて下さい。 

（５） マフラーなど高熱となる付近にガソリン・オイル・紙・わらくず等の可燃・引火の恐れのあ

る物を近づけないようご注意下さい。 

（６） 機械からの排気熱により周辺を変色させる、植物を枯らせてしまうなどの危険性にも配慮し

て作業を行ってください。 
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４ 排気ガス（一酸化炭素）中毒や酸欠事故をおこさないために 

トンネル内や室内等の閉鎖空間で、エンジン

式コンクリートカッターを使用すると一酸化

炭素中毒になる恐れがあります。健康に重大

な障害をもたらすばかりか、死亡する恐れが

ありますので、閉鎖空間での使用はおやめ下

さい。(暖気運転中でも危険は変わりません、

エンジンを作動させていれば、空間内の酸素

を消費して、CO・CO2 を排出します。) 

一酸化炭素中毒予防について厚生労働省「建

設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの策定について」基発第三百二十九号 

平成 10 年 6 月 1 日、「労働安全衛生規則」などを参考にして下さい。 

 

５ ブレード・ブレードカバーについて 

（１）ブレード製造業者が提供した取扱説明書を参考にして下さい。 

（２） コンクリートカッター用に設計されたブレードをお使い下さい。取り付け可能なブレード中

心穴径は２７ｍｍとなっています。 

（３） 作業開始前にブレード（回転方向、回転数、ガタツキなど）、ブレードカバーの正しい取り

付け状態である事を確認して下さい。 

（４） クラックやチップ飛び等、破損したブレードは使用しないで下さい。 

（５） 切削直後、ブレードカバーが熱を帯びています。取扱いに注意して下さい。 

６ 安全な作業をするために 

（１）作業しやすい清潔な服装を着用する。 

（２）ヘルメットを着用する(あご紐をしっかり締める)。 

（３）手袋・安全靴・防塵マスク・防護メガネを着用する。 

（４）安全チョッキ(夜間は蛍光性の物)を着用する。   

 

７ 機械吊り上げについて 

（１）ワイヤーロープ等で機械を吊り上げる際、ワイヤーロ

ープの角度を４０度以下にするようお願いします。 

（２）無理な吊り方や不安定な吊り方をすると、機械の破損・

重大な事故に繋がる可能性があります。おやめ下さい。  
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傾斜地での使用について

エンジン油圧低下、エンジンオイル持ち出し

フランジナット・スペーサー

保障規定
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コントロール部

操作要項 各部名称
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① 手動走行ハンドル

② 前後進スピードレバー

③ 前車輪アーム・集塵ボックス昇降切り替えレバー

④ 燃料レベルゲージ

⑤ 手動・走行切り替えレバー

⑥ パーキングブレーキ

⑦ チョーク

⑧ アクセルレバー

⑨ 油圧昇降レバー

エンジンが冷めている時又は外気温が低い時にエンジンスタートを補助します。

⑩シフトレバーが手動レンジ、⑥ブレーキが解除、⑤手動・走行切り替えレ
バーが右にある状態で手動での移動が可能になります。ハンドルを右に廻せば
前進、左に廻せば後進します。
廻送での移動、切削スピードが速い場合は危険ですので手動ハンドルをフリー
(⑤手動・走行切り替えレバーが左にある）の状態で作業して下さい。

レバーを引けばブレーキが効き、押せば解除されます。
ブレーキが効いた状態で走行すると走行装置を損傷する場合があります。
機械から人が離れる場合、停車時などは必ずブレーキを掛けて下さい。
緊急時（坂道で車体が急に走り出したなど）に走行を瞬時に停止する必要が生
じた場合はブレーキレバーを素早く引き、車体を停止させて下さい。
ブレーキの掛りが悪いと大変危険です。定期的に点検・整備を行って下さい。

レバーを右に入れた状態、⑩シフトレバーが手動レンジの状態で①手動走行ハ
ンドルでの操作を可能にします。

車体を上下させるレバーです。レバーを上に動かすと車体は上がり、下に動か
せば車体は下がります。

レバーを上げれば前進、下げれば後進します。レバーを倒す角度でスピード調
整できます。

レバーが下側の状態で⑨油圧昇降レバーを上に動かすと集塵ボックスが上が
り、下に動かせば集塵ボックスが下がります。
車体の昇降をする場合はこのレバーを上側にして下さい。

燃料の量を確認できます。無鉛レギュラーガソリンをご使用下さい。
ガソリンの取扱い及び注意事項を厳守して安全に給油作業を実施して下さい。

廻送での移動、切削スピードが速い場合の①手動走行ハンドルの回転は危険で
す。①手動走行ハンドルをフリー(レバーを左に入れる)の状態で作業して下さ
い。

エンジンの回転数を調整します。
回転計でエンジンの回転数を確認し適正な回転数で作業を行って下さい。
エンジン始動・停止作業は、必ずアイドリング状態で操作して下さい。
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⑩ シフトレバー

⑪ メインスイッチ

⑫ デフロック機構

⑬ 集塵ボックスシャッター開閉レバー

⑭ LEDライト

⑮ デプスストッパー

⑯ ３段押し棒パイプ　＜オプション＞

⑰ 下降スピード調整バルブ　＜オプション＞

⑱ ウレタン前車輪／後車輪　＜オプション＞

シフトレバーの操作は②前後進レバーを中立にし、⑥パーキングブレーキを効
かせて車体の走行を停止して行って下さい。
走行中・傾斜地でのシフトレバーの操作はしないで下さい。

廻送／手動／切削　シフトレバーを使用するレンジに合わせて下さい。

バルブの調整により車体の下降スピードを変える事ができます。

車輪の跡が残りにくくなります。

マグネット式取付のため、使用者のお好みの位置・角度でご使用になれます。
ライトの配線に負担の掛らないよう注意して下さい。

デファレンシャルを一時的にロックする装置です。

押し棒を差し込む位置により高さを変える事ができます。

レバーを引き上げるとデファレンシャルを解除し、下げるとデファレンシャル
が効きます。

ONの時はエンジンが停止していても油圧昇降レバーやゲージスイッチは、作動
します。OFFの時はエンジン及び電気を要するレバーやスイッチは、作動しませ
ん。本機から離れる時は、スイッチをOFFにして下さい。

左右の車輪の駆動状態に関係なく、常に同じ回転速度で双方の車輪を回転させ
続けるため片輪が浮いた状態、滑りやすい路面でも駆動力を伝え、進行が可能
になります。
車体の旋回など左右の車輪の回転差動を要する場合には解除して下さい。

ナットを調節することで車体の降下位置(ブレードの切込み深さ)を一定に保つ
事ができます。エンジンを停止した状態でデプスストッパーの調整を行って下
さい。

集塵ボックス内に溜まった粉塵を⑬のレバーで底板を開け、下の袋に落としま
す。集塵ボックス底板は、必ず閉めて切削作業をして下さい。
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操作要項 各部名称

＜オプション＞

Bau690  取扱説明書

仲山鉄工株式会社 9



① アワーメーター

② イグニッションキー

③ 非常停止スイッチ

④ 払い落としランプ（緑）

⑤ ゲージスイッチ

⑥ ライトスイッチ

⑦ 集塵ボックスフィルター自動払い落としスイッチ

⑧ 回転計

⑨ HST走行ON-OFFスイッチ　＜オプション＞

イグニッションON又はエンジン作動中の時間を計測

事故発生の恐れがある場合などに押せばエンジンが停止します。
スイッチを右にまわせばロックが解除されエンジンの再始動ができます。

エンジン停止中に、集塵ボックスフィルター自動払い落とし機構を単独で作動
させます。

集塵ボックスフィルター自動払い落とし機構が作動中に点灯

切削ラインを示すガイドを動かすスイッチ
ガイドの先端にロープを結んでおけば緊急時に手動で引き上げる事もできます。

このスイッチで全ての位置のライトを点灯させます。

スイッチOFF ： 前後進レバーの位置に関係なく走行を停止します。
スイッチON  ： 従前の速度で走行します。

エンジン作動中のエンジン回転数を表示
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Bau690 点検リスト

作業前・作業後点検
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定期点検・交換目安

オイル 一覧表

ベルト 一覧表
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エンジンオイル抜き方

* エンジンが冷めている状態で作業して下さい
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エンジンオイルの入れ方
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オイルフィルター交換
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グリスアップ箇所
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ベルト交換手順
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ベルト交換手順
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ベルト交換手順
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チェーン
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デプスストッパー調整

Bau690  取扱説明書
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ブレード：3.5ｍｍ幅 深さ：5ｃｍ 切削：約５０ｍ
ブレード：10ｍｍ幅 深さ：5ｃｍ 切削：約1５ｍ

粉塵の取り出し・集塵袋の交換

Bau690  取扱説明書
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集塵ボックスフィルター取外し方

Bau690  取扱説明書
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Bau690 仕様書

＊

Bau690  取扱説明書
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仲山鉄工株式会社 

〒426-0066  
静岡県藤枝市青葉町 1 丁目 4 番 12 号 
TEL：（054）635-1383 
FAX：（054）635-0418 
URL：http://www.nakayama-azz.co.jp 
E-mail：info@nakayama-azz.co.jp 
 
 
お客様メモ 


